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ABSTRACT 
Th邑 HumanCommunication course in the first grade of Medical Course at Tottori University 
is compos巴dof two elements:冶xperientiallearning to raise awareness." which encourages 
students to reconsider human relationships in daily life and their own way of life， and 
“experience involving infants:' which helps students to practice what they have learned through 
these intergenerational relations. In the pr邑sentstudy， questionnaires were administered to 
students to examine the effectiveness of this cours巴.The survey results suggested that the 
continuous Human Communication course improv巴dbasic manners and communication skils， 
while the students did not fel satisfactory change of self-respect by this course. Future tasks 
include developing new ideas for maintaining and heightening communicative abilities in students 
ヒューマン・コミュニケーション授業の効果 83 
of the Human Communication course taken in the first half of second year. Since the findings 
indicate that changes in th巴 levelof self-esteem are weak when compared to communicative 
abilities， course content and progress should be reexamined and follow-ups should be further 
developed， including one-on-one student conferences. (Accepted on April 13， 2012) 
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まる 2.ややあてはまる 3. どちらともいえな






























































































































































アンケート4の項目1， 2， 5， 7， 9の結果を表8
に示す





































































アンケート1 4月 7月 4月
自1 52マ 68.. 5 
項132 38 51 11 
項目3 18 26 72企
項目4 41 34 49 
項目5 63 71、 8 
項目6 54 67 6 
項目7 58 70 3 
項目8 84 75 8 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































客観的に物事を見る力 (7) I 人との関わりが自分を成長させてくれていることに気付けたこと
自己受容
自己受容 (6)
そのf也
あきらめない (11)
-自分の態度が相手に与える印象に気づけたこと
• J司りの事に広く関心を持てるようになった
-変な先入観や思い込みを持たない
-今までは，他者のいいところにばかり日がいってしまって，いいなと
思うことしかできなかったり，自分は，だめだと比較したりするばかり
だったけれど，あるがままに受けとめられるようになった
-肯定的になった(好きになる，意義・価値を見出す，いいところを探す)
.自分の考えを大切にするようになった
-自分についてふり返ることで自分に対して思いやりを持てるように
なった
-自分を見つめ直した上で改善するべき所のみでなく，いい所も見つけ
られるようになった
-かっこよく見せようとか， しょーもないことを考えなくなった
-コミュニケーションがうまくいかないときも，あきらめずに積極的に
コミュニケーションをとることカfできるようになったこと
-根気強く人に接していくこと
-授業中にうまくコミュニケーションできないことはよくありました
が，その中でもあきらめない忍耐強さは身に付けられたと思います
-人と向き合っていく根気強さが少しついたと思う
-やろうとしていたことや初めての試みが失敗しでも，周りのアドバイ
スをもらいながら，パートナーにとってもどんな風にしたらいいのかと
よく考え，自分なりの工夫をして上手くいくようにもっていけるように
なったこと
-逆境や困難に立ち向かう強さを持てた
-中々進歩がなくても授けずに絞けることができるようになった
-あきらめずにがんばれば，上手くいくことを学べた(あきらめないよ
うになった)
あきらめない (11)
我慢 (4)
分類なし
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-うまくいかないことでも， どうやってすれば改善できるのかなど，前
向きに考えられるようになったこと
-根気強くなった
・辛抱強く他者に接せられるようになった
.我慢することができるようになった
-我慢強さ
・我慢強くなった
¥忍耐力
-共感の大切さ(幼児の涙に対して， しっかり共感して，抱きしめ，癒
してやれたこと)
-以前より少しヲこどもが好きになったこと
.責任感
・何事もがむしゃらにがんばること
.文章作成力
.向き合うことの大切さを知れた
・アドバイスを受け入れて実践するようになった
.確認の大切さを知れた
-人を変えるのではなく，自分を変えることを考えられるようになった
.嫌なことも受け容れられるようになった
-何が大切かを知った(挨拶，ホスピタリテイ，関心，そもそも f大切j
に感じること)
-何事にもゆとりをもって行動できるようになったと思います
.明るさ
・幼克と交流して，新しい自分が見えてきたこと
.集団における考え方
.包容カ
・俊しくなった
-友人と際わる上で気にすべきことを身につけた
.良い人間になりたいと思うようになった
